
仙
台
０
２
２
・
２
２
５
・
８
７
３
４
　
東
京
０
３
・
５
６
４
４
・
７
２
８
６
さ
い
た
ま
０
４
８
・
８
７
２
・
２
２
８
１
横
浜
０
４
５
・
２
０
１
・
７
４
２
１
お
問
い
合
わ
せ
・
情
報
は
各
支
社
・
総
局
へ

脱
下
請
け
へ
販
社
設
立
東
京
・
大
田
区
の
異
業
種
交
流
会
技
術
生
か
し
独
自
製
品
投
入

　
東
京
都
大
田
区
の
中
小
企
業
で
構
成
す
る
異
業
種
交
流
会
、
脱
下
請
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

鈴
木
正
博
代
表

協
立
工
機
社
長
、
０
３
・
３
７
４
３
・
３
３
６
１

は
、
販
売

会
社
「
デ
ィ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
た
。
同
交
流
会
で
作
製
し
た
製
品
の
販
売

を
本
格
化
。
将
来
は
会
員
以
外
の
企
業
を
含
め
て
税
務
、
総
務
な
ど
の
間
接
業
務
を
代

行
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
販
売
面
な
ど
で
中
小
企
業
の
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
に
よ
り
、
技
術
力
を
生
か
し
た
独
自
製
品
の
開
発
を
後
押
し
し
て
い
く
。

福島製作所
７

１
０
０
周
年
に
向
け
新
経
営
計
画

低油圧式甲板機械、アジアに拡販

立石社長

ア
ン
カ
ー
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
ウ
イ
ン
チ
が
搭

載
さ
れ
た
作
業
船

▲

　
福
島
製
作
所
は
、
船
舶
用
機

械
を
主
力
製
品
と
す
る
宇
部
興

産
機
械
の
グ
ル
ー
プ
会
社
。
１

９
２
０
年

大
正
９

に
機
械

鋳
物
の
工
場
と
し
て
創
業
し
、

今
年
で

周
年
を
迎
え
た
。
船

の
い
か
り
を
巻
き
上
げ
る
揚
錨

機
、
船
が
接
岸
す
る
際
に
使
用

す
る
係
船
機
な
ど
の
甲
板
機
械

に
加
え
、
海
底
油
田
の
リ
グ

掘
削
基
地

を
移
動
・
設
置

す
る
際
の
支
援
作
業
を
行
う
サ

プ
ラ
イ
ボ
ー
ト
用
の
ア
ン
カ
ー

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ウ
イ
ン
チ
な
ど

を
製
造
し
て
い
る
。

　
同
社
が
船
舶
用
大
型
機
械
に

採
用
し
て
い
る
低
油
圧
式
は
耐

久
性
・
安
全
性
・
操
作
性
に
優

れ
故
障
が
少
な
い
の
が
特
徴

で
、
長
期
就
航
し
高
額
な
船
舶

で
は
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
高
い
と
い
う
。
立
石
吉
識
社

長
は
「
こ
れ
ま
で

年
間
で
５

５
０
０
隻
以
上
の
船
舶
に
搭
載

さ
れ
、
国
内
外
の
オ
ー
ナ
ー
企

業
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。
次
も

ふ
く
し
ま

と
の
指
名
も
多

い
」
と
実
績
と
技
術
力
の
高
さ

に
自
信
を
示
す
。

　
甲
板
機
械
技
術
の
応
用
と
し

て
は
グ
ラ
ブ
バ
ケ
ッ
ト
を
開
発

・
製
造
し
、
全
国
の
清
掃
工
場

・
港
湾
な
ど
に
納
入
し
て
い

る
。
環
境
・
安
全
を
考
慮
し
た

新
製
品
開
発
に
も
積
極
的
で
、

清
掃
工
場
向
け
で
は

国
内
ト
ッ
プ
の
約

％
の
シ
ェ
ア
を
占
め

る
。
ま
た
、
同
社
で

は
納
入
し
た
船
舶
用

機
械
・
グ
ラ
ブ
バ
ケ

ッ
ト
の
修
理
・
部
品

交
換
な
ど
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
が
売
り
上
げ
の
約
３

割
を
占
め
、
大
き
な
経
営
資
源

と
な
っ
て
い
る
。

　
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
影

響
で
、
こ
の
２
年
間
は
受
注
契

約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・
一
部
延
期

な
ど
で
、
利
益
は
確
保
し
て
い

る
も
の
の
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
今
年
３
月
か
ら
７
月

に
韓
国
・
中
国
向
け
で
約

億

円
の
甲
板
機
械
を
受
注
し
明
る

さ
が
見
え
た
の
も
つ
か
の
間
、

「
引
き
合
い
は
あ
る
が
、
こ
の

と
こ
ろ
の
円
高
に
よ
る
値
引
き

・
ド
ル
建
て
要
請
な
ど
で
、
競

争
力
が
低
下
し
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
に
あ
る
」
と
立
石
社
長

は
受
注
環
境
の
悪
化
を
危
惧
す

る
。

　
今
年
、
創
業
１
０
０
周
年
に

向
け
て
長
期
経
営
計
画
「
ワ
イ

ン
ド
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１

０
０
」
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
立

石
社
長
は
「
当
社
の
特
徴
・
強

み
を
出
せ
る
低
油
圧
式
甲
板
機

械
を
、
今
後
も
国
内
企
業
を
中

心
に
ア
ジ
ア
諸
国
へ
拡
販
し
て

い
く
」
と
強
調
。
ア
フ
タ
ー
サ

ー
ビ
ス
体
制
の
強
化
に
加
え
、

２
０
１
６
年
に
大
幅
な
削
減
が

義
務
づ
け
ら
れ
る
船
舶
の
大
気

汚
染
ガ
ス
規
制
に
対
応
し
た
、

環
境
機
器
開
発
な
ど
新
規
事
業

も
推
進
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
の

拡
大
に
よ
る
経
営
基
盤
の
一
層

の
強
化
を
目
指
す
。

　
▽
社
長

立
石
吉
識
氏
▽
所

在
地

福
島
市
三
河
北
町
９
の

、
０
２
４
・
５
３
４
・
３
１

４
６
▽
資
本
金

４
億
９
０
０

０
万
円
▽
売
上
高

億
９
０

０
０
万
円

年
３
月
期

従

業
員

２
４
６
人
▽
設
立

１

９
２
０
年

大
９

３
月

火
曜
日
に
掲
載

自
立
運
営
狙
い
会
員
募
集
ま
ず
社
目
標
に
群
馬
の
も
の
づ
く
り
研
究
機
構

斉之平さん

商
工
会
議
所
が
臨
時
議
員
総
会

Ｓ
Ｇ
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

　
◆
障
害
者
雇
用
促
進
シ
ン
ポ

　
千
葉
県
　

日

時
半
か
ら
、
千
葉
市
中
央

区
の
千
葉
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
で
障
害
者
雇
用

促
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
そ
の
最
初
の
一
歩
を
踏
み

出
す
た
め
に

そ
の
一
歩
を
温
か
く
見
守
る
目
が

き
っ
と
見
つ
か
る
」
を
開
く
。
中
島
隆
信
慶
応
義

塾
大
学
教
授
が
「
経
済
の
視
点
か
ら
障
害
者
雇
用

を
考
え
る
」
と
題
し
た
基
調
講
演
な
ど
が
あ
る
。

障
害
者
を
雇
用
し
た
県
内
企
業
の
担
当
者
ら
が
参

加
す
る
交
流
会
も
開
く
。
定
員
２
０
０
人
、
入
場

無
料
。
問
い
合
わ
せ
は
県
商
工
労
働
部
産
業
人
材

課

０
４
３
・
２
２
３
・
２
７
５
６

へ
。

　
◆
木
更
津
東
支
店
を
移
転

　
千
葉
銀
行
　
２
０
１
１
年

月
に
Ｊ
Ｒ
木
更
津

駅
東
口
駅
前
の
木
更
津
東
支
店

千
葉
県
木
更
津

市

を
ほ
た
る
野
地
区
へ
移
転
す
る
。
ほ
た
る
野

地
区
は
現
店
舗
か
ら
東
へ
約
３
・
３

の
新
興

住
宅
地
で
、
人
口
増
加
が
著
し
い
こ
と
か
ら
移
転

を
決
め
た
。
現
店
舗
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
現
在

同
駅
西
口
に
あ
る
木
更
津
支
店

同

を
移
す
。

木
更
津
支
店
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
未
定
。

　
◆
神
奈
川
県
央
業
況
　改
善
続
く

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
　
厚
木
支
店
が
ま
と
め
た

神
奈
川
県
央
地
区
の
景
気
動
向
調
査
に
よ
る
と
、

７
―
９
月
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ

「
好
転
」
と
答

え
た
企
業
の
割
合
か
ら
「
悪
化
」
と
答
え
た
企
業

の
割
合
を
引
い
た
値

は
、
前
期

４
―
６
月

比
３
・
３

改
善
の

・
１
と
な
っ
た
。
改
善

は
３
期
連
続
。
全
７
業
種
中
、
小
売
業
や
飲
食
業

な
ど
４
業
種
が
上
昇
し
、
製
造
業
や
建
設
業
な
ど

３
業
種
で
低
下
。
製
造
業
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は

・
０
で
前
期
比
１
・
９

悪
化
し
た
。

月
に

２
２
１
社
を
対
象
に
実
施
し
、
１
５
５
社
か
ら
回

答
を
得
た
。

　
◆
経
営
研
究
集
会
を
開
催

　
神
奈
川
県
中
小
企
業
家
同
友
会

横
浜
市
中

区
、
０
４
５
・
３
１
６
・
２
０
３
１

日

時

半
か
ら
川
崎
市
幸
区
の
川
崎
市
産
業
振
興
会
館
で

「
２
０
１
０

第

回

全
県
経
営
研
究
集
会
」

を
開
く
。
小
出
宗
昭
イ
ド
ム
社
長
が
「
新
規
ビ
ジ

ネ
ス
・
新
商
品
は
こ
う
し
て
挑
め

セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
を
活
か
し
た
中
小
企
業
の
勝
ち
残
り
戦
略

と
は
」
と
題
し
て
講
演
す
る
。
定
員
３
０
０
人
で

参
加
費
５
０
０
０
円

懇
親
会
含
む

。
問
い
合

わ
せ
は
同
会
事
務
局
へ
。

　
◆
印
・
中
国
市
場
講
演
会

　
静
岡
大
学
　
５
日

時
か
ら
、
浜
松
市
中
区
の

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
　
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
０
」
を
開

く
。
繁
田
奈
歩
イ
ン
フ
ォ
ブ
リ
ッ
ジ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
社
長
が
「
注
目
さ
れ
る
イ
ン
ド
・
中
国
市

場
と
日
本
企
業
の
海
外
戦
略
」
と
題
し
て
講
演
す

る
。
ま
た
カ
ナ
ダ
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
大
学
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
・
ア
ン
ド
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
の
ブ

レ
ン
ト
・
ス
タ
ー
ニ
グ
社
長
兼
最
高
経
営
責
任
者

Ｃ
Ｅ
Ｏ

の
セ
ミ
ナ
ー
や
パ
ネ
ル
討
論
な
ど
も

行
う
。
定
員
１
３
０
人
。
入
場
無
料
。
問
い
合
わ

せ
は
共
催
の
浜
松
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
推
進
機
構

０
５
３
・
４
８
９
・
８
１
１
１

へ
。

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
参
入
へ
情
報
連
絡
会
議
を
開
催
東
北
経
産
局

鎌田氏

早川氏

秋
田
県
知
事
が
立
地
環
境
紹
介

新エネ講演　

東
京
・
文
京
区
で
企
業
誘
致
説
明
会

　
秋
田
県
は
企
業
誘
致
説
明
会

「
あ
き
た
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー
　
Ｉ

Ｎ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」

日
刊
工
業

新
聞
社
後
援

を
、

日

時
半

か
ら
東
京
都
文
京
区
の
椿
山
荘
で

開
く
。
石
谷
久
東
京
大
学
名
誉
教

授
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
協

議
会
代
表
理
事
に
よ
る
「
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
に
関
わ
る
最
近
の
動

向
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
の
ほ

か
、
佐
竹
敬
久
知
事
ら
に
よ
る
秋

田
県
の
立
地
環
境
に
関
す
る
紹
介

な
ど
で
構
成
す
る
。
入
場
は
無

料
。

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
秋

田
県
産
業
労
働
部
産
業
集
積
課

０
１
８
・
８
６
０
・
２
２
５

１

、
ま
た
は
秋
田
県
企
業
立
地

事
務
所

０
３
・
５
２
１
２
・
９

１
１
２

へ
。

フラッシュ

北村氏

石井氏

　
【
前
橋
】
地
域
産
学
官
連

携
も
の
づ
く
り
研
究
機
構

群
馬
県
太
田
市
、
清
水
聖

義
理
事
長

太
田
市
長
、
０

２
７
６
・
２
５
・
５
３
０

０

は
、
年
内
に
賛
助
会
員

の
募
集
を
始
め
る
。
企
業
は

年
間
２
万
円
、
個
人
は
同
２

０
０
０
円
と
な
る
予
定
で
、

会
員

社
が
当
面
の
目
標
。

２
０
０
９
年
１
月
設
立
の
同

機
構
は
、
こ
れ
ま
で
技
術
相

談
や
現
場
改
善
指
導
、
研
修

会
を
通
じ
て
地
場
の
中
小
・

中
堅
企
業
を
支
援
し
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
す

る
理
解
と
支
援
を
募
り
、
運

営
資
金
で
自
立
化
を
図
る
。

　
同
機
構
は
太
田
市
と
太
田

商
工
会
議
所
が
設
立
。
群
馬

大
学
工
学
部
の
元
教
授
や
企

業
Ｏ
Ｂ
ら
が
所
属
す
る
。
こ

れ
ま
で
太
田
市
や
経
済
産
業

省
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
運

営
し
て
き
た
。

年
４
月
に

は
プ
レ
ス
機
や
工
作
機
械
、

計
測
器
を
導
入
す
る
施
設
が

稼
働
。
設
備
貸
し
出
し
や
、

施
設
内
で
の
人
材
研
修
事
業

で
も
収
入
が
見
込
ま
れ
る
。

　
【
仙
台
】
東
北
経
済
産
業

局
は

日

時
半
か
ら
、
仙

台
市
青
葉
区
内
の
仙
台
青
年

文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
「
第
１

回
東
北
地
域
ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
情
報
連
絡
会
議
」
を
開

く
。
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

次
世
代
電
力
網

に
関
心

が
あ
る
産
学
官
の
関
係
者
を

集
め
、
同
分
野
へ
の
参
入
や

新
事
業
創
造
の
方
向
性
を
探

る
。

　
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
に
対

応
し
た
家
電
や
発
電
装
置
の

開
発
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ

ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
が
新
た

な
事
業
機
会
と
み
て
い
る
。

同
会
議
で
は
、
経
済
産
業
省

に
よ
る
基
調
講
演
、
東
芝
、

オ
ム
ロ
ン
の
担
当
者
に
よ
る

事
例
発
表
、
「
東
北
地
域
産

業
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
市

場
へ
の
参
入
の
可
能
性
を
探

る
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
討
論

会
を
予
定
。

　
定
員
５
５
０
人
、
参
加
無

料

交
流
会
は
会
費
制

。

申
し
込
み
は

日
ま
で
に
同

局
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

０
２
２

・
２
２
１
４
９
３
２
へ
。

新
会
頭
に
鎌
田
氏

仙
台
会
議
所

　
【
仙
台
】
仙
台
商
工
会
議

所
は
１
日
、
臨
時
議
員
総
会

を
開
き
、

月
末
に
任
期
満

了
で
退
任
し
た
丸
森
仲
吾
会

頭

、
七
十
七
銀
行
相
談

役

の
後
任
に
、
七
十
七
銀

行
会
長
の
鎌
田
宏
氏

を
選
出
し
た
。
任
期
は
１
日

か
ら
２
０
１
３
年

月
末
ま

で
の
３
年
間
。
七
十
七
銀
頭

取
経
験
者
の
会
頭
は
３
代
連

続
と
な
る
。

新
会
頭
に
早
川
氏

足
利
会
議
所

　
【
宇
都
宮
】
栃
木
県
の
足

利
商
工
会
議
所
は
１
日
、
臨

時
議
員
総
会
を
開
き
、
菊
地

義
治
会
頭

の
後
任
に

早
川
慶
治
郎
足
利
フ
ラ
ワ
ー

リ
ゾ
ー
ト
社
長

を
選

出
し
た
。
同
日
付
で
就
任
。

ま
た
副
会
頭
に
相
馬
稔
両
毛

ヤ
ク
ル
ト
販
売
社
長
、
深
井

孟
深
井
製
作
所
社
長
、
森
田

作
雄
足
利
印
刷
社
長
を
新
し

く
選
任
し
、
篠
田
洋
行
足
利

小
山
信
用
金
庫
理
事
長
を
再

任
し
た
。
任
期
は
３
年
。

新
会
頭
に
北
村
氏

宇
都
宮
会
議
所

　
【
宇
都
宮
】
宇
都
宮
商
工

会
議
所
は
１
日
開
い
た
臨
時

議
員
総
会
で
、
北
村
光
弘
横

倉
本
店
会
長

を
新
会

頭
に
選
出
し
た
。
同
日
付
で

就
任
。
ま
た
副
会
頭
に
斎
藤

高
蔵
斎
藤
商
事
社
長
、
増
渕

正
二
フ
タ
バ
食
品
社
長
を
新

し
く
選
び
、
藤
沢
智
足
利
銀

行
頭
取
、
須
賀
英
之
宇
都
宮

共
和
大
学
学
長
を
再
任
し

た
。
任
期
３
年
。

　
４
期
に
渡
っ
て
会
頭
を
務

め
た
簗
郁
夫
福
田
屋
百
貨
店

会
長

は
名
誉
会
頭
に

就
任
し
た
。

新
会
頭
に
石
井
氏

千
葉
会
議
所

　
【
千
葉
】
千
葉
商
工
会
議

所
は
１
日
、
臨
時
議
員
総
会

を
開
き
、
千
葉
滋
胤
会
頭

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

千
葉
会
長
、

の
後
任

に
、
石
井
俊
昭
副
会
頭

千

葉
銀
行
顧
問
、

を
選
出

し
た
。
任
期
は
１
日
か
ら
２

０
１
３
年

月
末
ま
で
の
３

年
間
。
石
井
氏
は
８
日
に
開

か
れ
る
千
葉
県
商
工
会
議
所

連
合
会
の
臨
時
議
員
総
会
で

会
長
に
選
出
さ
れ
る
見
通

し
。
千
葉
氏
は

年
９
月
１

日
に
就
任
し
、
会
頭
を
４
期

年
務
め
た
。

米
粉
が
地
域
を
救
う

　
▽

「
県
産
米

彩
の
か

が
や
き

を
使
っ
た
米
粉
商

品
の
開
発
・
販
売
事
業
が
関

東
経
済
産
業
局
の
地
域
産
業

資
源
活
用
事
業
計
画
に
認
定

さ
れ
た
」
と
話
す
の
は
、
三

州
製
菓

埼
玉
県
春
日
部

市

社
長
の
斉
之
平
伸
一
さ

ん
。

　
▽

「
現
在
、
米
粉
１
０

０
％
の
ド
ー
ナ
ツ
や
ラ
イ
ス

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
を
開
発

中
」
。
つ
な
ぎ
を
使
わ
ず
に

商
品
化
す
る
の
は
大
変
だ

が
、
「
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
に

も
安
心
し
て
食
べ
て
も
ら
い

た
い
」
と
い

う
。

　
▽

猛
暑
の

影
響
で
規
格
外

の
彩
の
か
が
や

き
が
続
出
す
る
中
で
も
、

「
地
域
貢
献
に
つ
な
げ
た

い
」
と
あ
く
ま
で
意
欲
的
。

米
粉
は
地
域
を
救
う
原
動
力

に
な
る
の
か
、
注
目
さ
れ
そ

う
だ
。

さ
い
た
ま

モ
ノ
づ
く
り
継
承

貢
献
者

人
表
彰

長
野
・
坂
城
町

　
【
長
野
】
長
野
県
坂
城
町

は
、
こ
の
ほ
ど
モ
ノ
づ
く
り

の
技
能
・
技
術
継
承
や
人
材

育
成
に
貢
献
し
た
人
を
表
彰

す
る
「
坂
城
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
事
業
表
彰
」
の
表

彰
式

写
真

を
開
催
し

た
。
同
表
彰
は
町
で
培
わ
れ

て
き
た
技
能
を
尊
重
す
る
機

運
を
高
め
る
た
め
、
今
年
度

初
め
て
創
設
さ
れ
た
。

　
「
卓
越
技
能
者
賞
」
に
選

ば
れ
た
メ
ッ
キ
加
工
の
中
嶋

丈
吉
力
石
化
工
常
務

は
「
メ
ッ
キ
加
工
は
五
感
を

研
ぎ
澄
ま
す
こ
と
が
大
事
。

今
で
も
現
場
で
試
行
錯
誤
を

続
け
て
い
る
」
と
技
能
継
承

の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
同

賞
は
技
能
が
優
秀
で
人
材
育

成
に
寄
与
し
た

歳
以
上
の

人
を
表
彰
す
る
。

　
各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
各

氏

カ
ッ
コ
内
は
企
業

名

。

　
【
卓
越
技
能
者
賞
】
▽
中

嶋
丈
吉

力
石
化
工

▽
風

間
弘
明

日
精
樹
脂
工
業

　
【
優
秀
技
能
者
賞
】
▽
吉

池
茂
雄

都
筑
製
作
所

▽

下
崎
芳
明

同

▽
福
島
靖

日
精
樹
脂
工
業

　
【
新
技
術
・
発
明
賞
】
▽

真
壁
隆
樹
、
浦
川
敦
史
、
大

池
弘

栗
林
製
作
所

▽
真

柴
真
俊
、
青
木
忠
雄
、
孫
海

同

　
新
会
社
は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
メ
ン
バ
ー
３
社
の
ほ
か

人
材
派
遣
な
ど
を
手
が
け
る

エ
ヌ
エ
フ
エ
ー

東
京
都
大

田
区

が
出
資
し
て
設
立
。

協
立
工
機
内
に
本
社
を
置

き
、
社
長
に
は
エ
ヌ
エ
フ
エ

ー
の
大
崎
玄
長
社
長
が
就
任

し
た
。
資
本
金
は
３
１
０
万

円
で
、
初
年
度
１
０
０
０
万

円
の
売
り
上
げ
を
目
指
す
。

売
り
上
げ
拡
大
に
応
じ
、
専

任
者
を
採
用
し
て
い
く
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
参

加
企
業
の
技
術
力
を
結
集
さ

せ
る
目
的
で
結
成
。
こ
れ
ま

で
広
告
用
の
回
転
式
電
子
看

板
「
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
」
や
、
車
い
す
に
対
応
し

た
キ
オ
ス
ク
端
末
「
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
・
キ
オ
ス

ク
」
な
ど
を
製
作
し
て
き

た
。
新
会
社
は
こ
う
し
た
独

自
製
品
の
販
売
を
手
が
け

る
。

　
新
会
社
で
は
今
後
、
税
務

な
ど
の
間
接
業
務
の
代
行
に

乗
り
出
す
こ
と
も
視
野
に
入

れ
て
お
り
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
会
員
以
外
の
企
業
か
ら

も
業
務
を
請
け
負
う
計
画
。

大
崎
社
長
は
「
中
小
企
業
の

負
担
を
軽
減
し
、
研
究
開
発

に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え

た
い
と
話
し
て
い
る
。

（ ） 　　 ２０１０年 平成２２年 １１月２日 火曜日 ☆　

新
副
会
頭
に

宮
村
氏
ら
５
人

東
　
商

　
東
京
商
工
会
議
所
は
１
日

開
い
た
臨
時
議
員
総
会
で
、

宮
村
真
平
三
井
金
属
会
長
ら

５
人
を
新
副
会
頭
に
正
式
に

選
任
し
た
。
ま
た
台
東
支
部

な
ど
５
支
部
の
新
し
い
会
長

を
正
式
決
定
し
た
。
就
任
は

い
ず
れ
も
同
日
付
。
任
期
は

３
年
。

　
新
し
い
副
会
頭
、
支
部
会

長
は
次
の
通
り
。

　
【
副
会
頭
】
宮
村
真
平
三

井
金
属
会
長
、
石
井
卓
爾
三

和
電
気
社
長
、
鳥
原
光
憲
東

京
ガ
ス
会
長
、
福
井
威
夫
ホ

ン
ダ
取
締
役
相
談
役
、
杉
山

清
次
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ
特
別
顧
問

　
【
支
部
会
長
】
▽
台
東

小
田
切
満
寿
雄
オ
ダ
ギ
リ
会

長
▽
渋
谷

多
田
修
人
日
本

シ
ス
テ
ム
ウ
エ
ア
会
長
▽
中

野

浅
沼
雅
海
ア
サ
ヌ
マ
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
長
▽
豊

島

鈴
木
正
美
末
広
サ
ー
ビ

ス
社
長
▽
江
東

網
代
良
太

江
東
信
用
組
合
名
誉
会
長


